
看護学専攻
教育理念・目標

生活支援科学のコンセプトをもとに、さまざまな健康状態にある人々の健康課題に対し、その生活を総
合的・継続的にとらえ、他の生活支援の学問領域とも協働して、包括的な支援ができる人材の育成を目指
す。各専門領域の支援内容について理解を深め、地域の他職種と協働できる専門職業人としての力を涵養
する。また地域社会で生活する対象者を支える家族への支援に対する概念・諸理論、薬理学やリハビリテー
ションの知識を駆使し、教育的な関りができる看護実践者を養成することを、教育理念・目標として定める。

【学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）】
生活支援科学研究科看護学専攻は、本専攻の教育理念・目標を踏まえ、地域で生活する人々と家族の生

活を支援するために必要な、高度な看護実践、看護教育・研究に必要な能力を身につけ、必修科目 14 単位、
選択科目 16 単位以上、合計 30 単位以上を修得し、修士論文の審査及び最終試験に合格し、以下に示す基
準に該当する者に、修士（看護学）の学位を授与する。
１．保健医療福祉の場で行われるチーム医療を実践する中で、他の生活支援科学研究科の学問領域とも協

働して、包括的な生活支援を行う態度を修得する。
２．看護実践・看護教育のそれぞれの専門領域において必要とする研究方法を修得し、学究的な力（自律力・

探求力）と倫理観を併せ持つ研究的能力（自立力・課題解決力）を修得する。
３．専門性の高い、知識や技術を身につけ、個人や家族の健康保持増進のみでなく、地域全体に目を向け、

地域医療に貢献できる能力を修得する。
４．看護学教育における理論や方法を学び、看護教育の基礎的能力（専門知識力・多文化理解力・協働力・

コミュニケーション力）を修得する。
５．保健・医療・福祉・教育の他の専門職と連携して、看護専門職として主体的に行動ができ、生涯自己

研鑽し続ける力を修得する。

【教育課程編成・運営方針（カリキュラム・ポリシー）】
教育課程編成の方針
　地域で生活する人々の生活を支援するために、専門性の高い看護実践、看護教育・研究に必要な能力及
び研究能力を修得できるように適切な科目を配置する。
１．生活支援科学研究科の他専攻の学生とともに学んで生活支援科学を俯瞰的にとらえる「共通科目」で

ある生活支援科学特論（必修）を配置する。また、保健医療福祉連携特論・展開分野の各専門科目を配
置する。

２．看護学の基盤となる理論や研究に関わる知識を教授する「基礎分野」に 11 科目を配置し、そのうち
2 科目（看護学研究Ⅰ・Ⅱ）を必修とする。

３．地域、在宅、病院又は看護教育の場において活躍する、高度な実践力及び研究の基礎的能力を備えた
看護専門職者を育成する「展開分野」を配置する。展開分野には「生活支援看護学領域（地域在宅看護学、
老年看護学）」と「実践看護学領域（基盤看護学、療養支援看護学）」を区分し、それぞれの科目群にお
いて看護学特論、看護学援助特論、看護学演習の 3 科目、計 12 科目を配置する。

４．「展開分野」の教育方法は、各科目のシラバス中に共通科目・基礎分野で教授した内容を意図的に取
り込み、学生が主体的に研究課題を志向できるように各専門領域に特論、援助特論、演習を一連の流れ
で配置する。

５．入学当初から看護学に関する研究テーマを探求し、研究の計画、実施、論文作成が行えるように「研
究演習」として特別研究（必修）を配置し、研究能力を培うように設定する。

教育課程運営の方針
１．大学院生自らが目指す目的に向けて、修了時までに修得すべき知識・技能、研究能力等がカリキュラ

ムの体系の中でどのように養成されるのかを示すため履修モデル等を明示する。
２．「展開分野」では、各科目の中に共通科目・基礎分野で教授した内容を意図的に取り込み、学生が主

体的に研究課題を志向できるように意識づける。「展開分野」の各専門の演習を通して、看護教育者を
志す者には教育方法の学修を深め、研究能力のみならず教育能力の向上を図る。

３．学修成果の評価では、専門 ･ 応用的能力要素として「態度 ･ 志向性」「知識 ･ 理解」「技能 ･ 表現」「行動・
経験 ･ 創造的思考力」の 4 点を設定し、それらを「定期試験・小テスト等」「宿題 ･ 授業外レポート」「授
業態度・受講者の発表・授業への参加度」等の方法で評価する。各科目の評価方法をシラバスに記入する。

４．修士論文の評価は、表題・キーワード、研究目的、研究方法、結果・考察、構成・論理展開、要旨、
作成プロセスといった観点からの評価基準を学生に明示する。

【入学者選抜方針（アドミッション・ポリシ－）】
　本専攻は、入学選抜に当たって、以下の要件を満たす者を積極的に受け入れる。
１．看護学に関して学士レベル又はそれ相当の知識・技術を修得している者
２．看護学の専門教育を受け、さらに専門職としての知識・技術を発展・深化させ、高度な実践活動をと

おして地域社会に貢献したいと考えている者
３．看護学についての専門的知識と理論・技能を修得して、看護教育・研究活動をとおして地域社会に貢

献したいと考えている者
４．自立心が高く、かつ向学の志が高い者




